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タチアオイの花がちょうど真ん中です。梅雨入りに

下から咲き始め、上まで咲くと梅雨明けと言われて

ます。 今月もいするぎ通信をお届けします。 

 

臨床検討会のお知らせ 

日時；令和元年７月 9日（火） 午後７時 

場所；豊栄病院 健診棟２階 多目的ホール 

講演１：看取り検討会への Pros and Cons リストの

導入：柄澤良 先生  

講演２：インスリンではない糖尿病の注射薬 GLP1

製剤と当院での使用経験：菊地博 先生 

●講演１：Pros and Cons リストの導入を説明しま

す。講演２：現在糖尿病治療薬は、内服薬 7 系統と

注射薬 2系統があります。そのうち、インスリン

ではない注射薬「GLP1 受容体作動薬」は、最も

馴染みのない薬かもしれません。当院でも使用し

ている患者さんは多くありません。こんな注射を、

わざわざやってどんないいことがあるのでしょ

う。この薬の効果や特徴、限界などを概説し、使

用した患者さんの経過をお話しします。院外から

も多くの参加を。参加は患者総合支援センター天

木まで。 

●ほうかん日誌：雨が嫌いな長谷川です。 

大腸がんで化学療法中の 60 歳代男性。ストマが

あり、パウチ交換の指導目的で訪問しています。

治療の副作用の影響なのか、両手が震えて交換が

困難なため、妻に指導し１通りできるようになり

ました。妻は本人にもできるようになって欲しく、

本人も前向きな言葉がきかれていたのですが、手

が震えてできません。料理も好きなのですが、包

丁が持てずできません。制服のベルトがストマに

あたり苦痛なために、続けたかった仕事を退職し

てしまいました。具合を聞くと「バンバンジーだ

よ」汗かきなことを「水も滴るいい男だ」電子体

温計をわざと振って妻や私を笑わせる明るい方

です。最近、治療の効果が期待通りではない現状

を知り涙ぐんで話をしてくれました。いつもと違

う面を見た瞬間、私は目がそらせませんでした。

傾聴とは、意識を集中して「心と耳」を傾けて聴

くことと理解しています。目と耳で聴く事で精一

杯。まだまだの私・・・と感じました（静）。 

●多職種チームでの看取りの検討会 

今回お休みです。臨床検討会への参加をお願いし

ます。 

●糖尿病教室 

日時：令和元年７月１９日（金）午後１時半 

場所：豊栄病院 健診棟 2 階 多目的ホール 

初心者対象の糖尿病教室を隔月開催中です。是

非患者様をご紹介下さい。看護、介護職員など

スタッフの方々の参加も歓迎します。参加ご希

望の方は地域連携室へご連絡下さい。次回は 7

月 19 日です（菊地博）。 

●NST勉強会 

日時：令和元年７月１８日（木） 午後５時１５分 

場所：豊栄病院 健診棟 2階 多目的ホール 

講演：輸液について・経腸栄養剤の最近の話題 

(株)大塚製薬工場 問い合わせは患者総合支援

センター 天木へ（小林真） 

      

編集：花の名前を全然知りません。サルビアしか分

からない。図鑑を買って勉強しようかな。花の名前

がビシバシわかる本、探してます。センター長 柄澤 


